
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
事
業
者

向
け
融
資
の
あ
っ
せ
ん

事
業
資
金
を
必
要
と
す
る
市
内

の
中
小
企
業
に
融
資
を
あ
っ
せ
ん

し
て
い
ま
す
。

◆
小
口
事
業
資
金

◇
融
資
対
象
　
引
き
続
き
１
年
以

上
、
市
内
に
事
業
所
（
法
人
は
本

店
）
を
有
し
、
市
内
・
隣
接
地
域

で
営
業
し
て
い
る
中
小
事
業
者
。

◇
融
資
額
　
運
転
資
金
700
万
円
、

設
備
資
金
１
千
万
円
を
限
度
。

◇
借
受
人
利
率
　
年
利
０
・
85
％

（
９
月
30
日
ま
で
融
資
分
）

◇
貸
付
期
間
　
５
年
以
内
（
据
置

６
カ
月
含
）

◆
不
況
対
策
緊
急
資
金

◇
融
資
対
象
　
小
口
事
業
資
金
の

対
象
と
な
る
中
小
事
業
者
で
、
最

近
（
３
カ
月
ま
た
は
１
年
間
）
の

売
上
高
（
生
産
額
）
が
、
こ
の
３

年
間
い
ず
れ
か
の
同
期
と
比
較
し

て
、
10
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ

と
。

◇
融
資
額
　
運
転
資
金
800
万
円
を

限
度
。

◇
借
受
人
利
率
　
年
利
０
・
35
％

（
９
月
30
日
ま
で
融
資
分
）

◇
貸
付
期
間
　
６
年
以
内
（
据
置
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12
カ
月
含
）

◆
申
請
方
法

市
所
定
の
申
請

書
、
市
民
税
納
税
証
明
書
、
確
定

申
告
書
の
控
、
決
算
書
・
収
支
内

訳
書
の
写
し
、商
業
登
記
簿
謄
本
、

許
・
認
可
書
な
ど
の
写
し
等
を
用

意
し
、
生
活
経
済
課
商
工
労
政
係

（
第
二
庁
舎
３
階
）
へ
申
請
す
る
。

な
お
、
償
還
期
間
前
に
残
債
を

一
括
返
済
し
、
信
用
保
証
機
関
か

ら
信
用
保
証
料
の
返
還
を
受
け
た

と
き
は
、
市
に
信
用
保
証
料
を
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
か
ら
信
用
保
証

機
関
に
よ
る
信
用
保
証
制
度
が
変

わ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
一
律

１
・
35
％
と
な
っ
て
い
た
保
証
料

率
を
、
中
小
企
業
者
の
経
営
状
況

に
応
じ
て
０
・
５
％
〜
２
・
２
％

の
範
囲
で
９
段
階
に
設
定
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

く
わ
し
く
は
同
課
@
内
線
２
５

４
３
へ
。

「
し
ご
と
」
の
さ
ま
ざ
ま
な

ご
相
談
に
お
答
え
し
ま
す

◆
こ
ん
な
時
ご
利
用
く
だ
さ
い

◇「
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
を
見
つ

け
た
い
」
と
い
う
若
年
者
と
そ
の

保
護
者
の
方

◇「
最
近
仕
事
を
す
る
元
気
が
出

な
い
」「
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
」

と
い
う
健
康
に
不
安
を
持
つ
働
い

て
い
る
方

◇「
賃
金
が
未
払
い
だ
」「
訳
も
な

く
解
雇
さ
れ
そ
う
だ
」
と
い
う
方

◇「
就
業
規
則
を
定
め
た
い
」「
労

働
契
約
を
検
討
し
た
い
」
と
い
う

事
業
者
の
方

◆
相
談
員

東
京
都
労
働
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー
相
談
員
、
わ
く
わ
く

サ
ポ
ー
ト
三
鷹
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹

就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
多
摩
東
部

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

ほ
か

◆
開
催

毎
月
第
１
月
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
三
鷹
産

業
プ
ラ
ザ（
下
連
雀
３
―
38
―
４
）

で
（
次
回
は
４
月
３
日
b
）。

※
市
職
員
に
よ
る
「
内
職
相
談

窓
口
」も
臨
時
登
録
窓
口
を
開
設
。

※「
予
約
制
・
し
ご
と
の
相
談
」

も
行
っ
て
い
ま
す
。

e

生
活
経
済
課
@
内
線
２
５
４

２

平
成
８
年
３
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
市
内
の
住
宅
（
戸
建
、

分
譲
共
同
住
宅
）
に
つ
い
て
、
飛

散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
を
行
う

方
に
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

◇
戸
建
住
宅
　
そ
の
建
物
に
住
所

を
有
す
る
所
有
者

◇
分
譲
共
同
住
宅
　
「
建
物
の
区

分
所
有
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定

す
る
管
理
者
の
方

◆
助
成
金
額

調
査
機
関
に
よ
る

吹
き
付
け
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
有
無

の
目
視
調
査
と
定
性
定
量
検
査
経

費
の
２
分
の
１
。
た
だ
し
、
戸
建

住
宅
に
つ
い
て
は
１
棟
に
つ
き
10

万
円
、
分
譲
共
同
住
宅
に
つ
い
て

は
１
棟
に
つ
き
20
万
円
が
上
限
と

な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課
@
内

線
２
５
２
４
へ
。

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
者
認

定
申
請
の
受
付
を
開
始

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
」
が
３
月
27
日

に
施
行
さ
れ
、
救
済
給
付
の
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
給
付
対
象
者

ア
ス
ベ
ス
ト

（
石
綿
）
を
吸
入
し
中
皮
腫
や
肺

が
ん
に
か
か
っ
た
方
、
そ
の
遺
族

の
方
で
、
労
災
補
償
を
受
け
ら
れ

な
い
方
。

◆
支
給
内
容

療
養
中
の
方
＝
医

療
費
（
自
己
負
担
分
）、
療
養
手

当
な
ど
。
法
律
施
行
前
に
死
亡
さ

れ
た
方
の
ご
遺
族
＝
特
別
遺
族
弔

慰
金
、
特
別
葬
祭
料
。

く
わ
し
く
は
独
立
行
政
法
人
環

境
再
生
保
全
機
構
@
０
１
２
０
―

389
―
931
・

http://www.erca.
go.jp/asbestos/

（「
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害
（
救
済
給

付
の
概
要
）
の
ペ
ー
ジ
」
へ
。

申
請
書
類
は
多
摩
府
中
保
健
所

HP

@
042
―
362
―
２
３
３
４
（
京
王
線

府
中
駅
徒
歩
５
分
）
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

環
境
活
動
事
業
に
助
成
し
ま

す「三
鷹
市
環
境
基
金
」
を
活
用

し
て
、
環
境
に
優
れ
た
事
業
に
対

し
て
助
成
を
し
ま
す
。
対
象
は
基

金
活
用
委
員
会
の
審
査
を
経
て
決

定
し
ま
す
。

【
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
助
成
】

市
民
、
団
体
、
事
業
者
な
ど
が

新
た
に
設
置
す
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
設
備
」
に
対
し
て
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
設
備
　
太
陽
光
発

電
、
風
力
発
電
、
燃
料
電
池
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
他
市

長
が
認
め
る
設
備

◇
助
成
額
　
１
事
業
１
kw
５
万
円

で
、
上
限
は
20
万
円
。

【
環
境
活
動
事
業
助
成
】

特
定
の
企
業
、
政
党
、
宗
教
活

動
を
目
的
と
し
な
い
市
内
の
非
営

利
団
体
が
、
市
民
な
ど
を
対
象
に

実
施
す
る
環
境
活
動
事
業
に
助
成

し
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
事
業
　
公
害
・
温

暖
化
防
止
、
緑
化
、
自
然
環
境
保

護
事
業
。
環
境
学
習
・
講
演
会
。

環
境
に
関
す
る
調
査
研
究
。
そ
の

ほ
か
市
長
が
認
め
る
環
境
活
動
事

業
。

◇
助
成
額
　
対
象
事
業
経
費
の
２

分
の
１
。
１
団
体
１
事
業
で
上
限

10
万
円
。

◆
申
請
期
間

４
月
３
日
b
〜
５

月
10
日
d

申
請
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は

環
境
対
策
課
@
内
線
２
５
２
４

へ
。６

月
１
日
か
ら
の
「
解
体
事

業
」
は
事
前
届
出
が
必
要
で

す周辺
環
境
へ
の
影
響
を
防
ぐ
た

め
に
、
６
月
１
日
以
降
に
着
手
す

る
「
解
体
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

市
へ
の
事
前
の
届
出（
30
日
以
前
）

や
周
辺
住
民
へ
の
説
明
会
な
ど
を

ま
ち
づ
く
り
条
例
で
義
務
付
け
ま

し
た
。

◆
対
象
と
な
る
解
体
建
築
物

◇
高
さ
10
r
超
の
建
築
物
（
自
己

住
居
は
除
く
）。
第
一
種
お
よ
び

第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
で
は

軒
高
７
r

以
上
ま
た
は
３
階
以

上
。

◇
15
戸
以
上
の
共
同
住
宅
ま
た
は

長
屋

◇
延
べ
面
積
が
500
平
方
r

以
上

の
商
業
施
設
（
小
売
店
、
飲
食
店
、

興
行
場
ほ
か
）、
産
業
廃
棄
物
施

設
、
工
場
、
指
定
作
業
場
な
ど

く
わ
し
く
は
都
市
計
画
課
@
内

線
２
８
１
７
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
道
工
事
を
計
画
的
に
実
施

し
て
い
ま
す

災
害
に
強
い
水
道
シ
ス
テ
ム
を

整
備
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
水

道
管
か
ら
計
画
的
に
取
替
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

工
事
に
よ
る
断
水
や
濁
水
、
渋

滞
な
ど
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
の
工
事
箇
所
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
ほ
か
、
日
程
な
ど
が
決
ま
り
次

第
、
近
隣
の
み
な
さ
ん
に
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

e

工
務
課
@
内
線
３
４
３
６

水
道
メ
ー
タ
を
交
換
し
ま
す

計
量
法
に
定
め
ら
れ
た
有
効
期

間
が
終
了
す
る
水
道
メ
ー
タ
の
交

換
に
伺
い
ま
す
。
交
換
す
る
お
宅

に
は
作
業
日
な
ど
を
事
前
に
ビ
ラ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

作
業
は
三
鷹
市
管
工
事
業
協
同

組
合
の
職
員
が
組
合
員
証
、
腕
章

を
付
け
て
行
い
ま
す
。

※
こ
の
作
業
で
料
金
を
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
施
工
期
間

４
月
上
旬
〜
平
成

19
年
３
月
下
旬

e

工
務
課
@
内
線
３
４
３
３
・

同
組
合
@
49
―
０
０
６
１

ミ
リ
映
写
機
登
録
検
査

社
会
教
育
会
館
の
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
な
ど
か
ら
16
l
フ
ィ
ル

ム
を
借
り
る
に
は
、
年
に
一
度
こ

の
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
検
査
は
無
料
で
す
。

▽
搬
入
日
＝
４
月
18
日
c
、
検
査

日
＝
４
月
19
日
d
、
搬
出
日
＝
４

月
20
日
e
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
、
社
会
教
育
会

館
で
。

▼
同
館
@
49
―
２
５
２
１
へ
申
し

込
む
。総

合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

市
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
こ
れ
に

関
連
す
る
職
員

の
行
為
に
つ
い

て
、
違
法
、
不

当
、
不
公
平
、

不
適
切
な
ど
と

感
じ
た
場
合
、

利
害
関
係
が
あ

る
誰
も
が
苦
情

を
申
し
立
て
る

こ
と
の
で
き
る

制
度
で
す
。
相

談
は
予
約
制
で
す
。

▼
事
前
に
相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー

@
内
線
２
２
１
５
へ
申
し
込
む
。

玉
川
上
水
ク
リ
ー
ン
作
戦

▽
４
月
15
日
g
午
前
10
時
〜
正
午

（
悪
天
候
の
場
合
は
、
22
日
g
）、

①
大
橋
（
武
蔵
野
市
境
）、
②
山

本
有
三
記
念
館
、
③
宮
下
橋
、
④

牟
礼
橋
（
杉
並
区
境
）
へ
午
前
９

時
30
分
集
合
。

▼
４
月
10
日
b
ま
で
に
、
道
路
交

通
課
@
内
線
２
８
４
３
へ
申
し
込

む
。※

軍
手
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
。※

駐
車
場
が
な
い
の
で
、
自
転

車
、
徒
歩
、
公
共
交
通
機
関
な
ど

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
（
一
般
・
技
術
幹
部

候
補
生
）
募
集

自
衛
隊
の
指
揮
官
・
技
術
研
究

者
な
ど
の
幹
部
自
衛
官
を
養
成
す

る
制
度
で
す
。

◆
応
募
資
格

20
歳
以
上
26
歳
未

満
の
者
（
22
歳
未
満
は
大
卒
者
・

見
込
み
含
む
）、
大
学
院
修
了
者

は
28
歳
未
満

◆
受
付

５
月
12
日
f
ま
で

◆
試
験

５
月
20
日
g
、
21
日
a

く
わ
し
く
は
自
衛
隊
西
東
京
募

集
事
務
所
@
０
４
２
４
―
63
―
１

９
８
１
へ
。

■
三
鷹
俳
句
会
３
月
の
秀
句

選
者
　
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

灯
台
に
夜
を
預
け
て
朧
月槙

田
隆
司

春
風
や
車
椅
子
押
す
ラ
ン
ド
セ
ル

南
み
ち

吉
兆
を
持
ち
て
蛇
穴
を
出
づ

田
中
淑
子

ほ
く
ほ
く
と
誰
か
来
る
ら
し
春
の

土
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
絢
子

月
お
ぼ
ろ
仁
王
の
憤
怒
う
す
れ
ゆ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
秀
夫

朧
夜
の
う
し
ろ
の
闇
の
深
さ
か
な

大
和
谷
慈
子

啓
蟄
や
売
約
済
の
仔
犬
た
ち

拝
司
園
子

も
の
の
芽
や
大
地
の
恵
み
も
の
云

わ
ず
　
　
　
　
　
　
浅
沼
仁
美
子

つ
る
し
雛
影
の
あ
そ
べ
る
緋
毛
氈

清
水
ゆ
き
え

お
ぼ
ろ
夜
や
鐘
の
音
響
く
旅
の
宿

小
木
曽
貞
子

月
朧
秘
か
に
納
む
恋
の
絵
馬

三
矢
恵
啓

朧
夜
の
鼓
の
余
韻
能
舞
台

根
岸
操

朧
夜
の
波
間
に
消
え
し
ド
ラ
の
音

岡
田
幸
子

水
仙
の
丈
を
目
計
り
朝
戸
繰
る

寺
岡
美
由
喜

春
寒
し
霊
泉
の
底
一
円
貨

山
田
み
ち
を

青
春
の
蔵
王
の
樹
氷
月
お
ぼ
ろ

大
野
静
三

門
口
に
妻
を
迎
へ
る
夜
の
朧

伊
藤
紫
春

旧
姓
を
呼
び
合
う
友
や
町
お
ぼ
ろ

佐
野
み
さ
を

４
月
の
例
会
は
９
日
a
午
後

１
時
か
ら
三
鷹
駅
前
地
区
公
会

堂
で
。
兼
題
は
「
桜
一
切
」、

出
句
は
３
句
。
資
料
代
１
千
円
。

く
わ
し
く
は
大
和
谷
（
や
ま

と
だ
に
）
宅
@
46
―
９
８
２
０

へ
。

◆
市
の
福
祉
の
た
め
に

◇
１
万
円
　
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド

（
知
的
障
害
者
支
援
の
会
）

１６
相　談　日 執務予定者

4月16日E 山� 源三
4月13日E 武見　李子
4月20日E 山� 源三
4月27日E 武見　李子

午後
1時30分～
4時30分

ご
自
宅
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
す
る
方
に

調
査
費
を
助
成
し
ま
す

市
・
市
教
育
委
員
会
主
催
。
東

京
井
の
頭
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
共

催
。
対
象
は
中
学
生
以
上
。
日
本

科
学
未
来
館
館
長（
宇
宙
飛
行
士
）

の
毛
利
さ
ん
が
、
科
学
の
楽
し
さ

を
分
か
り
や
す
く
講
演
。

▽
４
月
４
日
c
午
後
２
時
〜
４
時

（
１
時
30
分
開
場
）、
三
鷹
市
公
会

堂
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
先
着
860

人
。

e

生
涯
学
習
課
@
３
３
１
５

毛
利
衛
さ
ん
講
演
会

地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

〜
君
は
宇
宙
船
地
球
号
の
乗
組
員
〜


